
特
別
会
計
・
企
業
会
計

予算額
令和8年度 令和7年度 前年度比較

特別
会計

国民健康保険 86億1,300万円 87億2,000万円 ▲1億700万円

後期高齢者医療 28億4,000万円 25億5,300万円 +2億8,700万円

介護保険 86億7,400万円 84億9,300万円 +1億8,100万円

野洲川基幹水利施設管理事業 3,030万円 5,350万円 ▲2,320万円

小　計 201億5,730万円 198億1,950万円 +3億3,780万円

企業
会計

病院事業
収益的支出 9億8,712万円 9億7,012万円 +1,700万円

資本的支出 7,008万円 1億2,164万円 ▲5,156万円

水道事業
収益的支出 30億7,564万円 28億4,169万円 +2億3,395万円

資本的支出 22億6,395万円 20億5,828万円 +2億567万円

診療所事業
収益的支出 8,951万円 2億3,062万円 ▲1億4,111万円

資本的支出 6,205万円 881万円 +5,324万円

下水道事業
収益的支出 36億6,127万円 35億8,844万円 +7,283万円

資本的支出 32億7,671万円 34億8,412万円 ▲2億741万円

小　計 134億8,632万円 133億372万円 +1億8,260万円

合　　計 336億4,362万円 331億2,323万円 +5億2,039万円

空調設備工事の完了等により 
市債が減少
　歳入予算のうち、市税は152億4千万円

（昨年度から2千万円の減）で歳入全体
の34.3％を占めています。
　市債は、中学校体育館等空調設備整備
工事や東部学校給食センターの厨房機器
等更新工事が終了したことにより減少（昨
年度から5億7千万円の減）しています。

福祉、拠点形成のための 
施策に重点
　昨年度に引き続き、こども・子育て
や高齢者、障がい者など、福祉のため
の費用である民生費の割合が最も多
く歳出全体の37.6％を占めています。
　また、土木費は、貴生川駅周辺整備
事業や虫生野東部土地区画整理事業
などの影響により増加（昨年度から6
億5千万円の増）しています。

歳 入歳 出

自主財源
市が自主的に収入することができるもの
依存財源
国や県の決定により、市の収入となる
もの
市債も依存財源に該当

一般会計（市の基本となる会計）
　一般会計予算総額は、445億円で、令和7年度当初予算から17.2億円減少し、予算規模
は対前年度比▲3.7％となりました。
　貴生川駅周辺特区構想に基づき、公民連携による駅周辺の再整備を推進するほか、
定住人口や駅を利用する人を増やすために虫生野東部土地区画整理事業に取り組みま
す。また、４月から公立小学校の給食費を無償化しています。

※内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

445億円
歳入
令和7年度
462億2千万円

依存財源その他
40億円（9.1%）

地方交付税
91億円
（20.4%）

国県支出金
103億1千万円
（23.1%） 市  税

152億4千万円
（34.3%）

繰入金
25億2千万円
（5.7%）

自主財源その他
19億5千万円
（4.3%）

市 債
13億8千万円（3.1%）

公債費
44億2千万円
（9.9%）

衛生費
39億1千万円
（8.8%）

土木費
40億9千万円
（9.2%）

労働費 1億5千万円（0.3%）
災害復旧費・予備費
8千万円（0.2%）

議会費 2億6千万円（0.6%）
商工費 5億8千万円（1.3%）

445億円
歳出

令和7年度
462億2千万円

［目的別］

教育費
55億7千万円
（12.6%）

総務費
54億8千万円
（12.3%）

消防費
17億6千万円
（3.9%）

民生費
167億1千万円
（37.6%）

農林水産業費
14億9千万円（3.3%）

　
特
定
の
事
業
を
行
う「
特
別
会
計
」と
上
下
水
道
や
病
院
な
ど
の
収
益
事
業
を

行
う「
企
業
会
計
」に
分
類
し
、運
営
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
『
若
者・子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
』を
め
ざ
し
、新
し
い

豊
か
さ
に
あ
ふ
れ
る『
甲
賀
ス
タ
イ
ル
』の
実
現
に
向
け
た

本
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画

第
３
期
基
本
計
画
の
２
年
目
と
な
る

令
和
８
年
度
は
、新
し
い
豊
か
さ
の

追
求
を
深
め
、「
甲
賀
市
ら
し
さ
」を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
便
利
で
質

の
高
い
暮
ら
し
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た「
余
白
」を
、叶
え
た
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
埋
め
て
い
く
、い
わ
ゆ
る「
甲
賀
ス
タ
イ
ル
」の

実
現
に
向
け
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
、そ
し
て
本

市
の
次
の
20
年
を
つ
く
る
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
図
る
た

め
の
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
す
る
年
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
5
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
若
者・子
育
て
応
援
、こ
ど
も
の

可
能
性
無
限
大
、選
ば
れ
る
エ
リ
ア
形
成
、企
業
連
携・支
援
、安

全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
）に
優
先
的
に
取
り
組
み
、4
つ
の
視
点

（
地
域
共
生
社
会
の
実
現
、公
共
施
設
の
合
理
化
、未
来
へ
の
投

資
、市
役
所
力
の
強
化
）を
も
っ
て
本
市
の
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば

し
、課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
若
者・子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」を
め
ざ
し
、市

の
独
自
性
、競
争
優
位
性
を
明
確
に
し
な
が
ら
、強
み
を
伸
ば
す

行
政
運
営
が
推
進
で
き
る
よ
う
、4
月
か
ら
新
た
な
組
織
機
構

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。市
民
の
暮
ら
し
を
最
優
先
に
考

え
、さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
に
向
け
、各
種
施
策
の
推
進
に
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、一層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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